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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

児童心理学 

Child Psychology 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
１年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

講義 ２ 選択 福屋 いずみ 

概要 

 児童期における児童の心身の発達、発達課題について学ぶ。発達の連続性、幼児期からの継続、

青年期への移り変わりについて理解する。児童の子どもの心の、問題、関わりの基礎について学ぶ。 

到達目標 

(1)児童の心身の発達の課程および特徴を理解する。 

  1)児童期の発達特徴と課題を説明できる。 

  2)代表的な発達理論を理解する。 

  3)幼児期・青年期との接続を理解する。 

  4)児童期の心の問題を理解する。 

(2)児童の学習の基本的知識を身につけ発達を踏まえた上での関わりについて学ぶ。 

1)運動・言語・認知、社会性の発達を理解する。 

  2)学年での発達の違い、学習の特徴を理解する。 

  3)児童期の仲間関係、集団の特徴を理解する。 

授業内容とすすめ方 

１ 児童心理学とは何かその特徴を理解する 

  ２ 乳幼児期の発達を理解する 

  ３ 児童の身体的発達について理解する 

  ４ 現代の児童の生活特徴を理解する 

 ５ 児童期の運動機能の発達を理解する 

 ６ 代表的な発達段階と児童期の位置づけを学ぶ 

 ７ 言語・思考の発達について学ぶ 

 ８ 認知の特徴を理解する 

 ９ 自己・自我の発達を理解する 

１０ 仲間関係と集団行動（遊びの発達）を学ぶ 

１１ 学校生活と児童の発達の関連を知る 

１２ 学年ごとの発達の違いを知る（低学年を中心に） 

１３ 学年ごとの発達の違いを知る（高学年を中心に） 

１４ 青年期への接続について学ぶ 

 １５ 児童を取り巻く環境の変化と子どもの変化について考える 

テキストおよび 

参 考 文 献 

プリントを配布する 

（参考文献）坂上 裕子・山口 智子・林 創・中間 玲子（2014）問いからはじめ

る発達心理学: 生涯にわたる育ちの科学 有斐閣 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

児童期の子どもの心身面の発達特徴を知るとともに、生涯における児童期の重要

性を眺めていきましょう。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1)-1) 児童期の発達特徴

と課題を説明でき

る。 

児童期の発達
特徴と課題に
ついて十分に
説明すること
ができる。 

児童期の発達
特徴と課題に
ついて概ね説
明することが
できる。 

児童期の発達
特徴と課題に
ついて最低限
の説明はでき
る。 

児童期の発達
特徴と課題に
ついて説明す
ることができ
ない。 

定期試験 

（知識・理解） 
8% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

8% 

(1)-2) 代表的な発達理論

を理解する。 

  

 

代表的な発達
理論を十分に
説明すること
ができる。 

代表的な発達
理論を概ね説
明することが
できる。 

代表的な発達
理論について
最低限の説明
をすることが
できる。 

代表的な発達
理論を説明す
ることができ
ない。 

定期試験 

（知識・理解） 
7% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

7% 

(1)-3) 幼児期・青年期との

接続を理解する。 

  

 

幼児期・青年期
との接続を十
分に説明する
ことができる。 

幼児期・青年期
との接続を概
ね説明するこ
とができる。 

幼児期・青年期
との接続につ
いて最低限の
説明をするこ
とができる。 

幼児期・青年期
との接続を説
明することが
できない。 

定期試験 

（知識・理解） 
7% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

7% 

(1)-4) 児童期の心の問題

を理解する。 

 

児童期の心の
問題を十分に
説明すること
ができる。 

児童期の心の
問題を概ね説
明することが
できる。 

児童期の心の
問題について
最低限の説明
をすることが
できる。 

児童期の心の
問題を説明す
ることができ
ない。 

定期試験 

（知識・理解） 
7% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

7% 

(2)-1) 運動・言語・認知、

社会性の発達を理

解する。 

  

 

運動・言語・認
知、社会性の発
達を十分に説
明することが
できる。 

運動・言語・認
知、社会性の発
達を概ね説明
することがで
きる。 

運動・言語・認
知、社会性の発
達について最
低限の説明を
することがで
きる。 

運動・言語・認
知、社会性の発
達をすること
ができない。 

定期試験 

（知識・理解） 
7% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

7% 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(2)-2) 学年での発達の違

い、学習の特徴を理

解する。 

 

学年での発達
の違い、学習時
の特徴を十分
に説明するこ
とができる。 

学年での発達
の違い、学習時
の特徴を概ね
説明すること
ができる。 

学年での発達
の違い、学習時
の特徴につい
て最低限の説
明をすること
ができる。 

学年での発達
の違い、学習時
の特徴を説明
することがで
きない。 

定期試験 

（知識・理解） 
7% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

7% 

(2)-3) 児童期の仲間関係、

集団の特徴を理解

する。 

児童期の仲間
関係、集団の特
徴を十分に説
明することが
できる。 

児童期の仲間
関係、集団の特
徴を概ね説明
することがで
きる。 

児童期の仲間
関係、集団の特
徴について最
低限の説明を
することがで
きる。 

児童期の仲間
関係、集団の特
徴を説明する
ことができな
い。 

定期試験 

（知識・理解） 
7% 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
十分に述べる
ことができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて、
自分の考えを
概ね述べるこ
とができる。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づけて
いるが、自分の
考えを述べる
ことが不十分
である。 

またこれまで
の経験や知識
と関連づける
ことができず、
自分の考えを
十分に述べる
ことができな
い。 

発表・課題 

（思考力・ 

 判断力・ 

 表現力・ 

 関心・意欲） 

7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


